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若
林
先
生
の
会
長
辞
任
の

後
を
受
け
本
年
度
よ
り
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微

力
で
す
が
当
会
の
発
展
の
た

め
に
尽
く
す
所
存
で
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

再
出
発
し
て
５
年
目
の
昨

年
に
会
報
創
刊
と
初
回
の
維

持
会
費
納
入
を
会
員
の
皆
様

に
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ

多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

を
賜
り
今
後
の
継
続
運
営
へ

の
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
「
親
睦
と
研

鑽
」
の
基
本
方
針
に
基
づ

く
活
動
の
ご
報
告
を
申
し

上
げ
ま
す
。
先
ず
一
つ
目
は

会
員
の
皆
様
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
活
動
と
し
て
は
春
秋
の
講

演
会
、
親
睦
会
を
継
続
し
て

続
け
て
参
り
ま
す
。
春
は
高

輪
キ
ャ
ン
パ
ス
で
会
員
の
皆

様
向
け
技
術
的
な
内
容
の
講

演
会
、
今
年
は
菊
地
浩
明
教

授
に
よ
る
「
震
災
復
興
と
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
」
、

懇
親
会
は
学
園
食
堂
で
開
催

し
恩
師
、
同
級
生
、
同
窓
生

と
ご
歓
談
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
秋
は
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て

開
催
し
、
ご
家
族
、
ご
友
人

の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
生
活
や
文
化
に
重
き

を
置
い
た
講
演
会
、
今
年
は

畑
中
秀
行
氏
（
86
通
信
卒
）

「
近
く
て
遠
い
ロ
シ
ア
で
の

生
活
体
験
」
を
企
画
し
ま
し

た
。
懇
親
会
は
大
学
同
窓
会

主
催
の
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
大
懇
親
会
に
会
員

の
皆
様
と
ご
一
緒
に
参
加
し

て
他
の
学
部
、
学
科
の
皆
さ

ん
と
も
幅
広
く
交
流
し
て
い

た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
二
つ
目
は
会
員
の
皆

様
と
の
交
流
で
す
が
「
会
報

発
行
」
を
継
続
し
て
き
ち
ん

と
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
合
わ
せ
て
恩
師

の
近
況
、
会
員
の
皆
様
か
ら

の
情
報
、
趣
味
、
エ
ッ
セ
ー

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
編

集
し
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

更
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
も
情
報
提
供
の
手
段
と
し

て
利
用
し
て
ま
い
り
ま
す
が

メ
ー
ル
が
登
録
さ
れ
て
い
る

会
員
の
皆
様
は
全
体
の
約

15
％
で
す
の
で
「
会
報
の
郵

送
」
は
必
須
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
費
用
が
維
持
費
の

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
三

つ
目
は
当
会
運
営
に
関
す
る

活
動
で
す
が
、
＊
会
費
納
入

の
お
願
い
、
＊
大
学
同
窓
会

活
動
へ
の
参
画
、
＊
当
会
と

し
て
名
簿
管
理
、
＊
支
部
活

動
支
援
、
＊
大
学
の
改
組
に

伴
う
継
承
学
部
と
の
連
携
が

あ
り
ま
す
。
本
件
に
関
し
昨

年
は
情
報
通
信
学
部
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
の
第

一
回
卒
業
生
の
表
彰
を
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
継
承
学
科
と
の
連
携
を

深
め
て
い
ま
す
。
更
に
今
後

の
活
動
に
関
し
て
は
会
員
の

皆
様
の
声
を
良
く
聞
き
当
会

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
卒
忌
憚
の
無
い
ご
意
見
を

賜
り
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

１．全体活動
　１）大学同窓会へ学科同窓会として参画
　　　＊校友会活動、同窓会代議員会、ＨＣＤ学部デモなど
　２）理事会開催　（定例会：四半期毎）
　３）総会（定例会：３年毎）、代議員会開催（定例会：毎年）
　４）�ホームカミングデー参画、同窓会サロン（講演会）の開設、

広告掲載
　５）大学の協力を得て会員資質向上のための講演など企画実施
　６）会報発行（全会員宛に活動報告など）、会費納入依頼
　７）�通信ネットワーク工学科卒業生表彰（通信工学科のＤＮＡ

を持つ学科）
　８）会員名簿管理（更新作業）
　９）HP、メール・システム活用と円滑な運用
　10）会員交流推進（親睦会など）
　11）個人情報保護の徹底
　12）大学の学部等の改組に伴う学科同窓会との協調推進

２．支部活動
　１）支部活動を支援し活性化を図る
　　　支部総会など支援
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東海大学通信工学同窓会

会
長　
　

中　

西　

孝　

夫
（
66
卒
）

ご
挨
拶
及
び
活
動
報
告

　

東
海
大
学
通
信
工
学
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
学
園

の
諸
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

工
学
部
通
信
工
学
科
は
、

２
０
０
１
年
度
改
組
改
編
に
伴

い
、
そ
の
学
科
名
称
と
し
て
は

廃
止
い
た
し
ま
し
た
が
、
電
子

情
報
学
部
へ
発
展
さ
せ
、
そ
の

後
２
０
０
６
年
度
に
は
情
報
理

工
学
部
へ
、
２
０
０
８
年
度
に

は
情
報
通
信
学
部
へ
、
そ
の
時

代
の
社
会
環
境
の
変
化
・
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
学
問
分

野
の
核
は
継
続
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
新
規
の
同
窓
会

会
員
開
拓
と
し
て
、
前
述
の
学

部
学
科
へ
働
き
か
け
て
い
る
こ

と
を
伺
い
、
そ
の
血
脈
は
続
い

て
お
り
、
１
万
２
千
人
を
誇
る

通
信
工
学
同
窓
会
が
、
更
に
よ

り
発
展
で
き
る
基
盤
が
整
っ
た

と
安
堵
す
る
と
と
も
に
、
会
長

を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
海
大
学
通
信
工
学
同
窓
会

は
、
皆
さ
ん
の
社
会
で
の
活
躍

に
極
め
て
大
き
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
、
世
界

に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
誇

り
で
あ
り
、
東
海
大
学
の
歴
史

の
中
で
も
輝
か
し
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
に
残

り
、
教
職
員
と
し
て
後
進
の
ご

指
導
に
熱
心
に
取
り
組
み
を
さ

れ
、
次
々
に
人
材
の
育
成
に
ご

努
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方
々
は

じ
め
同
窓
会
の
皆
様
の
大
学
へ

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、

敬
意
を
表
し
、
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

工
学
部
通
信
工
学
科
は
、
大

学
創
立
者
松
前
重
義
先
生
の
業

績
を
直
接
引
き
継
ぐ
学
科
と
し

て
、
東
海
大
学
で
も
最
も
歴
史

の
あ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
学
科
と

し
て
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
通
信
、
情
報
系
の
学

問
、
技
術
の
発
展
は
目
覚
し

く
、
社
会
の
変
化
や
進
展
を

リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
に
大
学
は
、
教
育
、
研

究
、
人
材
育
成
に
お
い
て
従
来

の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い

状
況
に
至
り
、
学
部
、
学
科
の

改
組
改
編
が
常
に
伴
う
こ
と
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
前
述
の
通
り
、
通
信
工
学

科
は
短
期
間
に
幾
多
の
変
遷
を

経
て
は
い
ま
す
が
、
今
も
本
学

に
お
け
る
こ
の
分
野
の
教
育
、

研
究
の
歴
史
は
輝
か
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
学
に
対
し
ま
し

て
、
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
、

皆
様
の
愛
校
精
神
に
応
え
る
べ

く
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
同
窓
会

の
更
な
る
発
展
を
ご
期
待
し
、

皆
様
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

東
海
大
学
学
長
　

髙

野

二

郎

ご
挨
拶

ご
挨
拶

2012年度東海大学通信工学同窓会活動方針

会　
　

長
：
中　

西　

孝　

夫
（
66
）

副
会
長
：
小　

林　

一　

雄
（
72
）

事
務
局
長
：
土　

岐　

晴　

美
（
88
）

会
計
理
事
：
砂　

子　

昭　

彦
（
68
）

広
報
理
事
：
増　

田　

和　

則
（
88
）

企
画
理
事
：
今　

井　

幸　

雄
（
66
）

総
務
理
事
：
村　

田　

信　

一
（
86
）

監　
　

事
：
渡　

邉　

勝　

美
（
66
）

　
　
　
　
　

三
ケ
田　

博　

亮
（
67
）

顧　
　

問
：
木　

村　
　
　

登　

名
誉
教
授

参　
　

与
：
松　

尾　

守　

之　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　

福　

田　

哲　

夫
（
62
）

　
　
　
　
　

山　

根　

治　

仁
（
62
）

２
０
１
２
年
度
本
部
役
員
紹
介

収入の部

科　目
2011年度実績 2012年度予算

備考
予算（a） 実算（b） b/a（％） 予算（c） c/a（％） c/b（％）

１．TASC会費 1,000,000 1,565,000 156.5 1,100,000 110.0 70.3 550人
２．雑収入 100,000 282,822 282.8 300,000 300.0 106.1
　 （１）行事参加費 0.0 0.0 0.0
　 （２） 会報広告掲載料 210,000 0.0 200,000 0.0 95.2
　 （３） 同窓会支援金 30,000 60,000 0.0 200.0
　 （４） 寄付金
　 （５） 御祝儀 100,000 40,000 40,000
　 （６） 受取利息 722
　 （７） 雑費 2,100 0.0 0.0 0.0
　　当期収入合計 1,100,000 1,847,822 168.0 1,400,000 127.3 75.8
３．前年度繰越金 4,769,894 4,769,894 100.0 5,226,152 109.6 109.6
４．過払金精算未処理金 0 0.0 0.0 0.0
　　収入の部合計 5,869,894 6,617,716 112.7 6,626,152 112.9 100.1

支出の部

科目
2011年度 2012年度

備考
予算（a） 実算（b） b/a（％） 予算（c） c/a（％） c/b（％）

１．運営費 360,000 208,201 57.8 913,990 253.9 439.0
　 （１） 通信費 10,000 17,930 179.3 30,000 300.0 167.3
　 （２） 会議費 80,000 13,720 17.2 553,990 692.5 4,037.8
 　　① 理事会 20,000 0 0.0 10,000 50.0 0.0
 　　② 総会・代議員会 50,000 13,720 27.4 533,990 1,068.0 3,892.1
　　　※会議費 50,000 13,720 50,000 議案書印刷代他
　　　※総会案内費 483,990
 　　③ 監査委員会 10,000 0 0.0 10,000 100.0 0.0
　 （３） 交通費 30,000 11,960 39.9 50,000 166.7 418.1
　 （４） 旅費 50,000 0 0.0 30,000 60.0 0.0
　 （５） 事務消耗品費 10,000 9,476 94.8 20,000 200.0 211.1
　 （６） 情報管理システム費 60,000 58,800 98.0 60,000 100.0 102.0
　 （７） 支部結成準備費 30,000 0 0.0 30,000 100.0 0.0
　 （８） 慶弔費 30,000 0 0.0 30,000 100.0 0.0
　 （９） 振替払手数料 10,000 66,315 663.2 60,000 600.0 90.5 550人×110 ¥ 件
　 （10）雑費 20,000 0 0.0 20,000 100.0 0.0
　 （11）予備費 30,000 30,000 100.0 30,000 100.0 100.0
２．支部運営費 50,000 0 0.0 50,000 100.0 0.0
　 （１） タイ支部 25,000 0 0.0 25,000 100.0 0.0
　 （２） 札幌支部 25,000 0 0.0 25,000 100.0 0.0
３．事業・行事費 1,410,000 1,183,363 83.9 1,280,000 90.8 108.2
　 （１） 会報発行 200,000 0 0.0 0.0 0.0
　 （２） 会費徴収 1,000,000 1,028,055 102.8 1,100,000 110.0 107.0 会報発行代含
　 （３） 春の講演会 100,000 30,000 30.0 30,000 30.0 100.0 総会/講演会：講師料
　 （４）HCD 110,000 125,308 113.9 150,000 136.4 119.7
　　 ① 広告掲載費 50,000 50,000 100.0 50,000 100.0 100.0
 　　② チラシ印刷代 35,300 40,000 113.3
　　 ③ 通信費 10,000 0 0.0 10,000 100.0 0.0
　　 ④ 講師料 30,000 30,000 100.0 30,000 100.0 100.0
　　 ⑤ 雑費 20,000 10,008 50.0 20,000 100.0 199.8
　　当期支出合計 1,820,000 1,391,564 76.5 2,243,990 123.3 161.3
４．次年度繰越金 4,049,894 5,226,152 129.0 4,382,162 108.2 83.9
５．振込手数料未払金 0.0 0.0 0.0
　　支出の部合計 5,869,894 6,617,716 112.7 6,626,152 112.9 100.1
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　私は父の影響もあり、将来パソコン関

係のお仕事に就きたいと思っていたので

通信ネットワーク工学科に入りました。

そこではネットワークの歴史や仕組みな

どを教わると同時に、プログラミング等

といった実践的な内容も学んでいます。

　自分が興味を持った学科に進んだだけ

あって、講義は知識欲をそそられる内容

ばかりです。何気ない日常と結び付けて

話される余談などもあり、覚えておきた

いものをノートに書き留めるのが大変になることも多々あります。

　その一方で、大学の講義では高校までの授業以上に聞き慣れない単語が

頻出し、最初は少し戸惑いました。しかし授業後や休み時間は勿論、研究

室へと赴けばいつでも先生に質問が出来るので、挫折することはありませ

ん。また、空き教室が開放されているというのも、学校で自主学習したい

という生徒には嬉しい利点です。

　今はとにかく講義に置いていかれないよう、必死についていく状態で

す。今後応用が増えていくのかと思うと不安になることもありますが、自

分のペースで１つでも多くの技能・知識を取り込むつもりで食らいついて

いこうと思います。

世界で活躍する情報通信技術者の育成を目指して
情報通信学部長　吉　田　正　廣（76卒）

　情報通信学部は2008年
に高輪キャンパスに開設
され、今年3月に第１期生
を社会に送り出しました。
高輪キャンパスでは、短期
大学部時代から長年にわ
たって情報通信技術者を
育成する教育が推進され
てきたことは皆さんご承
知の通りです。また、情
報通信学部開設にあたっ

ては、湘南キャンパスの電子通信系、情報系の各学科を発展
的に整理・統合し、新たに情報メディア学科、組込みソフトウェ

ア工学科、経営システム工学科、通信ネットワーク工学科の
４学科を情報通信学部の中に設置した経緯があります。した
がって、高輪キャンパスは歴史的にも内容的にも、そして多
くのＩＴ企業が集積する品川地区に近いという立地面でも、
まさに東海大学における情報通信教育・研究の拠点というこ
とができます。
　本学部の教育の特色としてはまず、産学連携による教育が
挙げられます。企業の最前線で活躍している技術者を招いて、
最先端の技術に触れる講義を行っているほか、「企業研究」や

「インターンシップ」といった科目を設けて産業界の状況を学
生に理解させたり、職業観を育成する教育を行っています。ま
た、最新のＩＴ設備を活用した実習教育にも力を入れていま
す。さらに英語教育では、きめ細かい能力別授業、英語担当

教員と各学科の教員が連携した「専門英語」の授業、ＴＯＥI
Ｃ®ＩＰ　テストなどを実施し、国際社会で活躍できる人材の
育成に努めています。
　高輪キャンパスは、東海大学全体としてみれば非常に小さ
なキャンパスです。しかし、規模は小さいながら、東京都心
のキャンパスとして、東海大学のブランド力向上、情報発信
などを含む学園の経営戦略的な面で非常に重要な役割を担う
キャンパスであると考えています。したがって、私達は、常
に東海大学全体のことを意識して教育・研究活動に取り組み、
情報通信学部を立派な学部に育てると共に、新しい東海大学
の伝統を築いていく必要があると考えています。
　今後とも卒業生の皆様のご支援とご協力を宜しくお願い申
し上げます。

 　私が通信ネットワーク工学科を選んだ理由は小学生の頃から抱いていた

インターネットへの興味です。様々な便利なサービスがインターネット上

で提供され、私も将来コンピュータやインターネットを使ったビジネスが

したいという気持ちが強くあり通信ネットワーク工学科へ進学しました。

学園生活
　情報通信学部は2008年に品川高輪キャンパスに新設され、設備が新し

く快適な学園生活を送っています。大学の講義では自分の手で演習するも

のが多いのが特徴で、グループでシステムを共同で開発するプログラミン

グ講義や、Linux系OSを使ったサーバの構築などを行っています。また私

は大学で学んだ知識をより深めるために自宅でサーバを構築し、Webサー

ビスの開発及び提供などを行っています。

就職活動
　就職活動は講義の後に企業の説明会へすぐに行ける等高輪キャンパスの

立地は良いと思います。実際にインターンシップに参加した際には高輪

キャンパスの立地の良さを感じました。

最後に
　高輪キャンパスは新設されたばかりですが国際会議や学会、民間主催の

勉強会が開催されています。高輪キャンパスでICTに関して学生と企業、

学術機関が大学を中心に密接な関係になれると思います。

学園生活
通信ネットワーク工学科　一年生

鈴　木　千　里

私が通信ネットワーク
　　　工学科を選んだ理由

通信ネットワーク工学科三年
蓮　沼　慎太郎

情報通信学部の紹介
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　クアラルンプールでの滞在も１年になります。マレーシアは面積33
万km2（日本の90％）人口約2,840万（日本の約22.2％）で、マレー系
66％、中国系25％、インド系8％、その他1％の多民族国家です。宗教は
イスラム教、仏教、ヒンドゥ教、キリスト教などですが、マレー系の大半
がムスリムです。モスクは数キロ毎に建っているといっても過言ではあり
ません。それらのモスクには一際高い塔があります。その塔にはスピー
カーが数個取り付けられています。1日に5回、夜明け前、昼過ぎ、影が
自分の身長と同じになる時、日没後、就寝前にアザーンの旋律が周囲から
時間差で聞こえてきます。お祈りを告げる時間です。最初の内は戸惑って
いましたが、いつの間にか自分の中で、元気がない、小節がきいている等
と評価し、すっかり定着しています。それで同僚の1人にいろいろ尋ねて
みると、例えば、所用で遠方（約90km以上） 
に出かけ、困難な場合には時間をずらしてもよ
いが、できるだけ近くの礼拝所でお祈りするこ
とが勧められているとのことです。また、海外
の場合には、困難であると考えた時には省略し
てもよいが、あとでする必要があるとのことで
した。いずれにしても自ら考えて実行すればよ
いということです。
　国内の場合にはガソリンスタンド、駅構内な
ど至る所にお祈りの場所（Surau）が設けられ
ております。その場所はSURAUと表示されて
おり、利用者数に応じた広さになっているらし
いが、偶像などは置かれていない。ムスリムは
自由に利用することができるとのことです。

「アザーン」の旋律で思う　
マレーシア日本国際工科院　若林　敏雄  先生

　

通
信
量
を
圧
縮
す
る
工
夫
は

様
々
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
き

た
。
昔
の
こ
と
で
あ
る
が
、
か
つ

て
南
氷
洋
に
展
開
さ
れ
た
捕
鯨
船

団
あ
て
の
膨
大
な
数
の
年
賀
電
報

の
電
信
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
の
早

回
し
を
使
っ
た
話
は
高
校
時
代
の

通
信
術
の
先
生
か
ら
伺
っ
た
。
ま

た
、
電
話
で
音
声
を
送
る
折
に
帯

域
幅
を
圧
縮
す
る
技
術
と
し
て

フ
ィ
ル
タ
を
使
い
、
受
信
側
で
信

号
を
若
干
補
う
シ
ス
テ
ム
研
究
の

デ
ー
タ
収
集
を
し
た
さ
さ
や
か
な

経
験
な
ど
を
思
い
出
す
が
、
現
在

の
通
信
技
術
か
ら
見
れ
ば
ア
ナ
ロ

グ
技
術
の
限
界
が
そ
こ
に
は
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

「
情
報
」
が
溢
れ
て
い
る
と
か

そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
声
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
随
分
と
長
い
時

間
が
経
っ
た
。
シ
ャ
ノ
ン
に
始
ま

る
「
情
報
理
論
」
を
学
ん
だ
当
時

に
は
〝
情
報
と
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

含
ま
れ
る
意
味
の
こ
と
〟
と
理
解

し
て
量
的
に
は
対
数
を
使
っ
て
表

し
た
。
こ
の
理
解
か
ら
い
う
と
、

天
気
予
報
で
「
今
日
は
波
が
高
く

う
ね
り
を
伴
う
で
し
ょ
う
」
と
聞

い
た
と
き
に
、
私
の
よ
う
に
山
の

中
に
住
む
者
に
と
っ
て
の
意
味
は

小
さ
く
て
情
報
量
は
無
に
等
し
い

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
ら
得
る
と
こ
ろ
の
「
情

報
」
は
受
け
手
に
よ
っ
て
違
っ
て

く
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
ど
う
や
ら
そ

れ
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
「
情
報
」
と
い
う
言
葉
が

示
す
概
念
は
ど
う
い
う
時
期
に
、

何
を
き
っ
か
け
と
し
て
変
わ
っ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
微
力
な
が

ら
東
海
大
学
通
信
工
学
同
窓
会

（
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
広
報
理
事
を
務
め

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
増
田
和

則
（
松
尾
研
88
年
卒
）
と
申
し
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
勤
務
地
は
早
稲
田
（
東

京
）
で
主
に
官
公
庁
シ
ス
テ
ム
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
全
般
に
従
事

し
て
お
り
ま
す
。
居
住
地
は
、
生

ま
れ
育
っ
た
の
が
小
田
原
市
（
神

奈
川
県
西
部
）
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
同
じ
足
柄
平
野
に
属
す
る
南

足
柄
市
に
、
実
家
に
も
徒
歩
で
行

け
る
場
所
に
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
小

さ
い
な
が
ら
一
戸
建
て
の
家
を
建

て
、
４
人
（
妻
、
子
供
（
一
姫
二

太
郎
））
と
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
も
住
め
ば
都
か
と
思
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
勤
は

大
変
で
も
在
来
線
分
は
会
社
負
担

し
て
頂
き
、
新
幹
線
増
分
は
自
己

負
担
し
て
の
新
幹
線
通
勤
を
入
社

以
来
、
20
年
以
上
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

最
近
、
通
勤
時
間
も
長
い
こ
と

も
ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
い
る
こ
と

は
、
人
生
も
社
会
人
生
も
半
分
は

経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
自

分
自
身
で
「
想
い
」
と
い
う
言
葉

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。（「
思
い
」

で
は
な
く
）

　
「
思
い
」
と
は
今
を
意
識
し
て

考
え
る
言
葉
で
あ
り
、「
想
い
」

と
は
、
未
来
を
意
識
し
て
考
え
る

言
葉
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
今

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
未
来
を
大
切
に
す
る
こ
と
は

も
っ
と
重
要
で
す
。
そ
れ
が
同
窓

会
だ
っ
た
り
、
家
庭
だ
っ
た
り
、

遊
び
だ
っ
た
り
、
仕
事
だ
っ
た
り
、

色
々
で
す
。

　

通
信
工
学
科
卒
業
で
す
の
で
通

信
に
か
ら
め
て
言
え
ば
、
人
と
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
要

な
こ
と
は
「
相
手
に
想
い
を
伝
え

る
」（
ど
う
し
た
い
の
か
を
伝
え

る
）
こ
と
が
大
切
で
す
。
昔
の
通

信
手
段
と
い
え
ば
会
話
、
固
定
電

話
、
手
紙
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
多
様
化
し
て
通
信
手
段
が
増

え
て
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
上
手

に
使
わ
な
い
と
通
信
の
本
質
で
あ

る
「
相
手
に
想
い
を
伝
え
る
」
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

仕
事
上
で
の
通
信
手
段
は
メ
ー

ル
が
中
心
で
す
が
、
日
本
語
は
、

あ
い
ま
い
な
表
現
が
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
自
分
自
身
を
は
じ
め
、

仕
事
の
仲
間
で
特
に
若
手
に
は
、

時
に
は
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｅ
、
も
し
く
は
直
接
電
話
す
る

な
ど
、
相
手
に
想
い
を
伝
え
た
り

聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
意
識
を
共

有
す
る
こ
と
に
心
が
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
活
動
で
も
、
な
か
な

か
想
い
ど
お
り
に
は
行
か
な
い
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
中
西
会
長

を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
各

位
で
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
楽
し
み

な
が
ら
、「
想
い
を
持
っ
て
」、
時

に
は
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ　

Ｆ
Ａ
Ｃ

Ｅ
で
の
活
動
も
交
え
て
頑
張
っ
て

い
く
所
存
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
私
は
特
段
趣
味

を
持
た
な
い
無
趣
味
人
間
な
の
で

す
が
、
お
酒
だ
け
は
欠
か
さ
ず
飲

ん
で
い
ま
す
。
最
近
お
酒
の
世
界

で
は
「
一
杯
飲
も
う
」
と
い
う
の

は
、「
一
回
飲
も
う
」「
あ
な
た
と

飲
み
た
い
」
と
い
う
「
想
い
」
の

照
れ
隠
し
語
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。「
一
杯
」と
い
う
の
は
、

「
少
し
」
と
い
う
意
味
と
、「
た
く

さ
ん
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
の
で
、
お
酒
の
量
の
問

題
で
は
な
く
、
主
題
は
、「
飲
も

う
」
と
い
う
お
誘
い
言
葉
で
、「
一

杯
」
に
は
あ
ま
り
意
味
が
無
い
こ

と
に
今
更
、
気
が
つ
き
ま
し
た
。

（
飲
み
す
ぎ
に
は
注
意
で
す
）

　

最
後
に
、
お
酒
は
大
好
き
な
の

で
、
こ
ん
な
私
で
す
が
、
ど
な
た

か
「
一
杯
飲
み
ま
し
ょ
う
」
よ
。

m
asuda090@

softbank.ne.jp

『
情
報
と
い
う

　
こ
と
ば
の
概
念
』

町
田　

茂
雄
（
67
卒
）

“
想
い
を

　
　
伝
え
る
こ
と
”

増
田　

和
則
（
88
卒
）

　2009（平成21）年３月、48年間立ち続けてきた教壇を下り（退職し）
た。自由な身となり、まず、数学を純粋に楽しむ場を作りたいという「大
人の為の数学教室「和」（なごみ）」の講師として、社会人に数学を教え
ることになった。現在、３人に教えている。IT企業の若手社長には代数学
を、大手企業の品質管理技術者には統計解析を、そして、中堅企業の女性
課長には幾何を教えている。受験や実利が目的ではないので、数学の原理
原則にまで立ち入りながら数学の楽しさを指導している。毎週、学習意欲
も目的意識も強い方々と学ぶことは、いい刺激になる。また、教室の先生
方、といっても殆どが数学を専門とする若い方々、との交流も大いに勉強
になり、切磋琢磨している。　
　一方、これも縁あって「はまなす」という俳句結社にはいり、毎月の句
会で俳句を発表しながら、互いに批評しあっている。句会の他にも、総合
雑誌「望星」の俳壇（主宰・黒田杏子先生）にも投稿している。本年６月
号に「母の日にその手に馴染みし湯呑かな」と投句したところ、「母の日
にその手に馴染みたる湯呑」と添削された上で入選させて頂いた。
　かねて、高校時代から好きだった詩吟をやりたいと思っていたが、近所
に著名な吟道会があることを知り、早速、その門を叩いた。最初は上手く
声が出なかったが、最近では杜甫や李白などを吟じることが出来るように
なってきた。都内や横浜での発表会に出ることもある。詩吟は大声を出す
ので、心身の健康にもよく、また、漢詩の背景や意味を勉強するのも楽し
みである。
　俳句も詩吟も70の手習いなので、兄弟子に追いつくのは並み大抵では
ないが、目標がはっきりしている。数学も社会人に教えることで新しい発
見があり、受講生とともに学んでいる。かくして、数学、俳句、そして、
詩吟に勤しむ日々である。

近況報告　
松尾　守之  先生（名誉教授）

写真は大学構内にあるモスク、
塔にはスピーカーが取り付けら
れている

　庭の藪枯がどうだんつつじにからみついている。屁糞蔓も大威張りでつ
つじに巻きついている。
　不摂生のため病を得て病院通いの非日常を送っている日々である。テリ
トリー草は伸びほうだい、見かねてかみさんが一部を除草してくれた。
　久々にバスや電車に乗る。そこで見るのは面白い光景である。まずバス

運転手との会話は皆無。カードを読み取り機にかざすのみ、運転手に声をかけても無言。つぎ
は電車、これもカードをかざすだけでホームへ電車に乗る。みると乗客の何人かはいすに座る
とやおら携帯電話を取り出して操作を始める。まるで神主がしゃくを扱うように、憑かれた表
情で操作に没頭している。友達や家族が一緒でも会話はない。でも中高年者のガハハの笑いを
伴った会話よりはましか。そうこうしているうちに病院に着く。入口に病院の職員がいて挨拶
をする。通る人は知らんぷり。
　今日は診察に先立って採血と採尿がある。診察カードを受付機に入れると採決順番紙と尿
コップがポロンと出てくる。昔はコップに名前を書いたがそれは不要。採決時に名前の確認が
ありここでは声を出さなくてならない。診察を受ける科に行く、カードを受付機に入れる。番
号紙が出てくる。それとカードを受付係に渡す。診察室の番号が知らされる。ここでも言葉は
不要。診察室の前で待つ。これからが長い。早くて一時間、長いときは三時間にも及ぶ。ＩＴ
が発達しても人間が介在するところはままにならないということ。しかし、カルテは電子カル
テで検査結果や他科の診察内容はどこでもわかるらしい。こうして診察が終わりまた受付で
カードを出し、精算へ。まず点数の計算である。時間によっては長い列になっている。ＩＴも
まだここはダメらしい。何か容易に出来そうに思えるが。ここでもカードが必要。最後に料金
の支払い。自動支払い機がありカードを入れると金額が表示されお金を入れる。すると領収書
と予約表が出力される。ここはよく出来ていると思われる。しかし、カードや領収書の取り忘
れが多い。次の人は忘れた人に声をかけずに知らんぷり。こうしてその日の診察は終了した。
カードの必要回数は五回、忘れたときにはどうするのか聞きたいと思っている。
　昨今、ＩＴに関連する事件が多々起こっている。ＩＴは発達しても人間のこころ発達せず、
寧ろべんりになったぶん自分勝手になっているのではと思うのは私だけだろうか。　

ＩＴ雑感　
町田　東一  先生（名誉教授）

　2010年６月、通信工学同窓会主催での退職（退官）記念講演から
早２年経ちました。その節には、大変お世話になり、有難う御座いま
した。
　私は、松前重義先生の“建学精神”に感銘して1963年東海大に入学、
４年後、（株）東芝に入社、会社生活時代では、全国発明賞受賞、Ｎ
ＨＫ総合テレビ「電子立国・日本の自叙伝、第４部　電卓戦争」に出
演などを行なって参りました。
　会社生活において、従事してきた半導体（ＩＣ／ＬＳＩ）、液晶（ＬＣＤ）などの研究開発の面白さを若い
人達に伝えたいと思い、1995年、東海大・教授に就任。大学生活時代では、学生と研究・勉学を楽しく行な
い、論文など約170件を発表。また、経産省プロポーザル審査委員、ＮＥＤＯ開発機構審査委員、照明学会・

電子情報機器光源に関する委員会委員長、光産業技術振
興協会・ディスプレイ調査専門委員会委員長、ＳＥＭＩ
部品・材料分科会会長、熊本テクノ産業財団・液晶デ
バイスの基礎講座講師などを歴任し、2010年３月に退
職。学部生140名、院生30名を世に送り出し、学生と
共に充実した学園生活を送って参りました。特に若者に
対しては、“ＦＩＴであれ！つまり、Fresh Idea Try す
れば、未来（Future）、無限（Infinity）に伸びる技術
（Technology）になると！”
　この２年間は、世界各国を旅しながら水彩画を描き、
先端技術である“エコ・デバイス”の単行本を２冊まとめ
る等を行なってきております。

会社生活時代と
　　　大学生活時代を通して！

鈴木八十二  先生

自筆画は、スペインを旅した時のトレド・タホ川
に掛かるアルカンタラ橋（旧橋）



−4−

東海大学通信工学同窓会　第２号 2012年12月1日　

　

私
の
郷
里
、
三
重
県
伊
勢

出
身
の
浜
地
文
平
先
生
が
東

海
大
学
の
初
代
連
合
後
援
会

会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た

こ
と
を
知
っ
た
の
は
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
す
が
卒
業
し
て

ず
っ
と
後
の
こ
と
で
浜
地
先

生
と
親
交
の
あ
っ
た
亡
き
父

か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
浜
地

先
生
も
松
前
博
士
も
共
に
衆

議
院
議
員
で
有
ら
れ
た
が
政

党
の
異
な
る
お
二
人
が
ど
の

よ
う
に
し
て
交
流
を
持
つ
よ

う
に
な
り
東
海
大
学
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
実
績
を
残
さ

れ
た
か
に
大
変
関
心
を
抱
き

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

浜
地
文
平
先
生
は

１
８
９
３
年
（
松
前
博
士
よ

り
８
歳
年
上
）
度
会
郡
南
伊

勢
町
で
生
ま
れ
、
５
歳
よ
り

気
丈
な
祖
母
に
育
て
ら
れ
強

い
自
立
心
を
養
わ
れ
た
。
祖

母
の
期
待
に
添
い
三
重
師
範

卒
業
後
郷
里
の
学
校
の
教
壇

に
た
っ
て
い
た
が
第
一
次
大

戦
が
終
わ
り
世
の
中
の
ム
ー

ド
が
高
揚
し
29
歳
に
な
っ
た

と
き
祖
母
か
ら
身
代
を
引
き

継
い
だ
の
を
機
会
に
郷
里
の

村
長
に
な
り
翌
年
30
歳
で
三

重
県
会
議
員
に
当
選
す
る
。

そ
の
頃
よ
り
「
憲
政
の
神
様
」

尾
崎
行
雄
、「
真
珠
王
」
御

木
本
幸
吉
と
の
交
流
が
始
ま

る
。
そ
の
後
１
９
３
９
年
44

歳
で
衆
議
院
議
員
に
初
当
選

１
９
４
６
年
公
職
追
放
さ
れ

る
ま
で
戦
前
9
年
間
、
国
会

議
員
と
し
て
活
動
さ
れ
る
。

公
職
追
放
解
除
後
１
９
５
２

年
69
歳
で
衆
議
院
当
選
、
自

由
民
主
党
の
重
鎮
と
し
て
要

職
歴
任
、
特
に
水
産
業
界
に

は
造
詣
が
深
く
日
本
鰹
鮪
漁

業
連
合
会
会
長
な
ど
の
要
職

に
就
か
れ
た
。
１
９
６
２
年

東
海
大
学
連
合
後
援
会
会

長
就
任
、
１
９
６
６
年
14

年
間
活
動
し
政
界
引
退
。

１
９
７
０
年
東
海
大
学
連
合

後
援
会
顧
問
就
任
、
同
年
皇

學
館
大
学
理
事
長
就
任
、

１
９
８
６
年
逝
去
（
93
歳
）。

趣
味
は
書
道
、
随
筆
、
短
歌
、

浄
瑠
璃
と
文
芸
面
に
於
い
て

多
彩
で
有
ら
れ
た
。
さ
て
浜

地
先
生
と
松
前
博
士
が
ど
の

よ
う
に
し
て
接
点
を
持
ち
お

互
い
の
強
い
信
頼
関
係
を
築

い
た
か
で
あ
る
が
、
そ
の
様

子
は
松
前
博
士
が
書
か
れ
た

「
浜
地
文
平
先
生
を
偲
ぶ
」（
皇

學
館
大
学
出
版
部
発
行
）
に

記
さ
れ
て
い
る
「
浜
地
先
生

が
合
格
さ
れ
た
お
孫
さ
ん
（
西

川
元
之
氏　

原
子
力
63
卒
）

の
教
育
に
関
し
て
挨
拶
に
こ

ら
れ
た
、
自
民
党
の
大
幹
部

が
社
会
党
所
属
の
私
に
わ
ざ

わ
ざ
頭
を
お
下
げ
に
な
っ
た
、

こ
れ
は
常
識
で
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
が
あ
え
て

お
孫
さ
ん
へ
の
愛
情
の
故
と

察
し
限
り
な
い
敬
意
表
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
か

ら
ま
も
な
く
し
て
連
合
後
援

会
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ

の
が
浜
地
先
生
で
あ
り
就
任

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
諾

を
い
た
だ
い
た
。」
連
合
後
援

会
会
長
就
任
後
の
浜
地
先
生

の
活
躍
に
関
し
て
は
「
昭
和

40
年
代
（
１
９
６
５
年
代
）

東
海
大
学
は
大
き
な
2
つ
の

問
題
に
直
面
し
た
。
１
つ
は

他
大
学
同
様
学
園
紛
争
に
直

面
し
た
が
、
浜
地
先
生
が
各

地
区
後
援
会
を
動
か
し
父
兄

に
よ
り
学
生
の
盲
導
を
抑
え

て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
結
果

他
大
学
と
比
べ
学
園
紛
争
の

少
な
い
大
学
と
し
て
評
価
を

受
け
た
。」
も
う
１
つ
は
郵
政

大
臣
の
Ｆ
Ｍ
東
海
の
再
免
許

拒
否
問
題
で
あ
る
。
東
海
大

学
の
Ｆ
Ｍ
放
送
教
育
の
目
的

を
深
く
理
解
さ
れ
、
自
ら
の

名
で
檄
を
飛
ば
し
全
国
30
万

通
の
署
名
を
集
め
ら
れ
た
。

「
浜
地
先
生
の
こ
の
ご
努
力
は

私
は
今
尚
忘
れ
ら
れ
な
い
」

と
勉
学
意
欲
の
あ
る
勤
労
青

年
に
対
し
て
の
Ｆ
Ｍ
東
海
に

よ
る
教
育
機
会
提
供
を
継
続

で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を

表
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
幸
い

に
も
前
述
の
お
孫
さ
ん
（
西

川
氏
）
の
弟
の
土
屋
欣
志
（
電

子 

68
卒
）
か
ら
浜
地
先
生
が

生
前
良
く
話
さ
れ
た
逸
話
を

伺
っ
た
の
で
披
露
し
た
い
。

「
代
議
士
研
修
会
後
の
懇
親
会

で
社
会
党
で
あ
る
松
前
博
士

が
〝
白
虎
隊
“
を
歌
わ
れ

た
の
を
聞
い
て
気
に
入
り
松

前
博
士
と
の
付
き
合
い
が
深

ま
っ
た
。」
ま
た
浜
地
先
生
が

連
合
後
援
会
を
リ
ー
ド
さ
れ

た
１
９
６
２
年
か
ら

１
９
７
０
年
間
は
東

海
大
学
は
大
き
く
発

展
す
る
創
世
の
時
期

で
あ
り
多
く
の
学
部
、

付
属
高
校
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
が
生
ま
れ
た
。

清
水
の
海
洋
学
部
開

設
に
お
い
て
地
元
漁

連
と
の
間
を
水
産
業

へ
造
詣
か
ら
取
り
持

た
れ
た
。ま
た
新
キ
ャ

ン
パ
ス
設
立
に
関
し

て
大
物
代
議
士
の
反

対
に
あ
っ
た
が
排
除

し
開
設
を
支
援
さ
れ

た
、
な
ど
の
話
を
い
た
だ
い

た
。
結
び
に
際
し
て
私
個
人

感
と
し
て
お
二
人
共
強
い
信

念
と
信
条
を
持
た
れ
て
お
り

特
に
日
本
の
将
来
を
考
え
た

教
育
へ
の
信
条
を
共
有
さ
れ

て
い
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

松
前
博
士
は
二
人
の
間
を 

”

肝
胆
相
照
ら
す
仲
“
と
表
現

さ
れ
、「
先
生
と
私
と
の
相
互

信
頼
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き

私
は
そ
の
毅
然
と
し
た
男
性

的
大
人
物
た
る
姿
を
思
い
起

こ
す
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

明
治
生
ま
れ
の
お
二
人
の
硬

骨
の
魂
に
敬
意
と
尊
敬
の
念

を
表
し
て
こ
の
コ
ラ
ム
を
閉

め
た
い
。

　

最
後
に
貴
重
な
資
料
を
提
供

い
た
だ
い
た
土
屋
欣
志
氏
に
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
土
岐
晴
美
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
来
年
度
の
行
事
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
６
月
８
日
（
土
）
は
同
窓
会
会

員
の
皆
様
向
け
の
講
演
会
と
懇
親
会
を
高
輪

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
で

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
ま
た
同
日
に
代
議
員

会
も
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
代
議
員
の
皆
様

は
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

　

当
会
発
展
の
た
め
建
設
的
な
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

ど
ん
な
事
で
も
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　

事
務
局
長　

土
岐
　
晴
美
（
88
卒
）

　
　
　
　
　
　
　

メ
ー
ル
：jim

u@
tasc.gr.jp

２
０
１
３
年
度
春
の
講
演
会
、
懇
親
会

及
び
代
議
委
員
会
を
６
月
８
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。

  

事
務
局
便
り

（
1
9
2
6
年
６
月
15
日

　
　
　
　

−

2
0
1
1
年
10
月
27
日
）

佐
　
藤
　
達
　
男
　
先
生

　

佐
藤
達
男
先
生
は
１
９
５
３
年
3
月

に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
同
修
士

課
程
を
１
９
５
５
年
に
修
了
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
１
９
５
７
年
に
専
任
講
師

と
し
て
東
海
大
学
に
奉
職
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
９
５
８
年
（
超
短
波
Ｆ
Ｍ
放
送
実

験
局
［
Ｊ
Ｓ
２
Ａ
Ｏ
］
（
後
の
Ｆ
Ｍ
東

海
）
が
開
局
の
年
）
に
助
教
授
に
昇
格

さ
れ
、
１
９
６
８
年
に
は
教
授
に
昇
格

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
3
月
31
日

に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
36
年
間
、
多

く
の
通
信
工
学
科
の
学
生
を
指
導
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
９
３
年
4
月
1
日
に
東

海
大
学
名
誉
教
授
就
任
。

先生の主な業績のご紹介
佐藤達男：計算機用半導体スイッチの試作及び研究、東海大学紀
要 工学部1961,No.1,pp. 29-37。
佐藤達男：線形グラフを用いた不完全順序機械の最小化の一方
法、電子通信学会誌D, Vol.J58D No.5,pp.225-232,May 1975。
佐藤達男：自動制御、電気学会、1963年5月
佐藤達男：電子計算機、オーム社、1963年5月
佐藤達男：電子計算機のプログラミング、電気学会、1970年10月
参考資料：東海大学工学部50年史、その他

享
年
85
歳
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

富
山
薫
順  

先
生　

記

訃　

報

初
代
連
合
後
援
会
会
長
　
浜
地
文
平
先
生
と
松
前
重
義
博
士

中
西
　
孝
夫
（
66
卒
）
　
　

　

今
年
の
１
月
31
日
にfacebook

に

て
向
坂
俊
治
（
通
信
64
卒
）
先
輩
の

訃
報
を
知
り
ま
し
た
、
私
の
人
生
で

一
番
長
い
付
き
合
い
が
あ
り
最
も
お

世
話
に
な
っ
た
恩
人
の
突
然
の
逝
去

は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
先
輩

の
人
生
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
な
が
ら

想
い
出
を
語
り
た
く
筆
を
と
り
ま
し

た
。

　

入
学
後
ど
の
部
活
に
入
ろ
う
か
と

迷
っ
て
い
た
時
、
私
の
趣
味
の
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
を
安
全
確
保
に
利
用
し

て
い
る
か
ら
と
強
く
入
部
を
勧
め
ら

れ
た
の
が
ヨ
ッ
ト
部
（
当
時
海
洋

部
）
の
主
将
向
坂
先
輩
で
し
た
。
そ

の
時
よ
り
先
輩
と
の
半
世
紀
の
付
き

合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
学
時
代

の
特
記
す
べ
き
思
い
出
は
「
部
」
と

し
て
自
前
の
ヨ
ッ
ト
を
持
つ
た
め
部

員
全
員
が
向
坂
先
輩
の
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
交
流
関
係
よ
り
見
つ

け
た
後
楽
園
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

費
用
を
貯
め
２
年
後
、
あ
る
大
手
デ

パ
ー
ト
の
社
長
の
所
持
し
て
い
た
艇

を
購
入
し
ヨ
ッ
ト
部
の
基
盤
を
作
っ

た
こ
と
で
す
。
当
時
の
金
額
で
70
万

円
、
初
任
給
1
万
円
の
時
代
大
変
高

価
な
も
の
で
向
坂
先
輩
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
成
し
得
た
も
の
で
す
。
卒

業
し
て
私
は
米
国
の
空
調
機
メ
ー

カ
ー
の
日
本
代
理
店
に
就
職
し
ま
し

た
の
で
米
国
出
張
の
機
会
を
度
々

得
ま
し
た
。
先
輩
は
日
本
の
通
信
系

会
社
に
2
年
努
め
た
後
米
国
に
既
に

移
住
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
出
張
の

都
度
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
き
大
変

面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

逸
話
の
一
つ
と
し
て
２
人
で
ロ
ス
の

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
食
事
に
行
く
途

中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
先
輩
の
愛
車
の

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
浸
水
す
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
を
思
い
出
し
ま
す
。
先
輩
の
お

か
げ
で
私
の
み
な
ら
ず
家
族
全
員
が

米
国
が
大
好
き
に
な
り
、
長
女
も
米

国
企
業
に
就
職
し
米
国
人
と
結
婚
し

て
フ
ロ
リ
ダ
オ
ー
ラ
ン
ド
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
2
人
の
孫
の
顔

を
見
る
た
め
夫
婦
で
渡
米
す
る
の
は

大
き
な
楽
し
み
で
す
。
さ
て
最
も
紹

介
し
た
い
の
が
向
坂
先
輩
が
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
に
従
軍
し
た
「
生
き
方
」
で

す
。
60
年
代
後
半
命
懸
け
で
の
2
年

半
従
軍
し
、
無
事
戦
争
か
ら
帰
り
米

国
市
民
権
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
先
輩

の
真
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、

残
念
な
が
ら
そ
の
こ
と
に
関
し
て
多

く
は
語
っ
て
く
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
「
ヒ
ュ
ー
ズ
エ
ア
ー
ク
ラ
フ

ト
」
に
就
職
、
米
国
最
高
機
密
で

あ
っ
た
当
時
の
最
新
鋭
の
戦
闘
機
の

レ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
設
計
構
築
に
従

事
し
て
業
務
を
完
遂
さ
せ
て
い
ま

す
。
引
退
後
少
し
体
調
を
崩
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
米
国
に
行
く
た
び
向
坂

先
輩
に
お
会
い
す
る
の
が
私
の
最
大

の
喜
び
で
し
た
。
先
輩
の
急
死
は
私

の
心
に
痛
み
を
残
し
今
も
癒
え
て
は

い
ま
せ
ん
。
先
輩
と
の
有
意
義
な
半

世
紀
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
目
の
前
に

浮
か
ん
で
き
ま
す
。
先
輩
の
天
国
で

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に

残
さ
れ
た
奥
様
、
お
子
様
に
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
半
世
紀
前
に
立

ち
上
げ
た
東
海
大
学
ヨ
ッ
ト
部
は
現

在
３
艇
を
所
有
し
各
種
競
技
に
参
加

し
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
ま

た
誇
り
に
思
い
ま
す
。
ま
た
私
は
海

が
忘
れ
ら
れ
ず
海
釣
り
を
趣
味
と
し

な
が
ら
江
戸
和
船
の
伝
統
を
未
来
に

残
す
べ
き
「
和
船
友
の
会
」
の
副
会

長
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

ご
参
照
：http://w

asen.w
eb.fc2.

com
/

「
向
坂
　
俊
治
先
輩
と
の
想
い
出
」

細
川　

保
弘
（
66
卒
）ボート（学生時代の向坂先輩）

和船友の会はっぴ姿（細川氏）

郷里に建てられた浜地先生の胸像 浜地先生の政治哲学の基となった伊勢神宮


